

































の再現実験と同様とした（Mori et al. 2014; Takayabu 







3600 km領域（格子幅 3 km）とした場合（CASE001），
MJO 東進を広域で捉えるため CASE001 に対応する
領域の外側に計算領域 7650 km×4500 km（格子幅 9 
km）を設けて 3 km 格子領域をネストした場合
（CASE100：外側領域に積雲パラメタリゼーション
適用；CASE101：積雲パラメタリゼーションなし），
外側領域の格子幅を 6 kmとして 2 km格子領域をネ
ストした場合（CASE201：積雲パラメタリゼーショ
ンなし）の設定で数値シミュレーションを行った．
CASE001以外では，外側領域は 2015年 3月 3日 00 
UTCを計算開始時刻，内側領域は 7日 00 UTCを開































び(b)最低中心気圧の 2015 年 3 月 8 日 00 UTC から 15




が高い 2 km 格子の場合に最も強いサイクロンがシ
ミュレートされた．ただし，経路が実際と 1度以上
も東に寄ってしまった．影響評価の観点からは，経
路・強度の双方を定量的に再現することが重要であ
ることから，今後さらに検討を進める． 
